
新領域「てつがく創造活動」を
中核とした “学びをあむ”

カリキュラムの実践をめぐって

2023/11/10
運営指導委員会・研究開発成果報告会
お茶の水女子大学附属小学校



カリキュラム・

オーバーロード

（内容の過積載）

→教科以外の教育活動
を、自由に組み替えて
いいとしたら、子ども
たちにどんな時間の使
い方を提案しますか？ 自由かつ自律的な

環境で、ひと・もの・
ことに働きかけ、共同
体を変化させていく
“活動する”こと

身近な出来事に問いを
立て、自明と思われる
価値や事柄 について探
究する

“てつがくする”こと



研究テーマ「学びをあむ」

• 変化の急激なこれからの社会を生きていく子どもたちは、自分たちを取り巻く世界や課
題と向き合う中で、場面や文脈に即して知識や多様なスキル、態度及び価値観などを
統合させながら活用する資質・能力（コンピテンシー）を発揮しながら、一人ひとりが幸
せを感じることができる社会をつくる市民として、それぞれの共同体に関わっていく。

Q：「アクティブ・シティズン(積極的に自立し社会参加する有能な人)という概念
Q：全員が同じように習得せねばならない力！？

ガート・ビースタ（2014）『民主主義を学習する－教育・生涯学習・シティズンシップ』頸草書房
ガート・ビースタ（2021）『学習を超えて－人間的未来へのデモクラティックな教育』東京大学出版会

既存の秩序の再生産に参入させる「社会
化」と政治的行為主体の現れに寄与する
「主体化」。主体化に向けた学習は、
「民主主義を実践することでしか学ぶこ

とができない」

他者との関わりを基盤に、経験
や慣習をあみ直していく市民と
して成長していくため、新領域
「てつがく創造活動」を中核に
おき、メタ認知スキル・社会情

意的スキル等を育む



新領域「てつがく創造活動」



カリキュラム上の運用（3年生以上）

月 火 水 木 金

５
（４０分）

てつがく創造活動

６
（６０分）

てつがく創造活動 てつがく創造活動 てつがく創造活動

１,２年生「みがく」の時間
「てつがく創造活動」につながる学びとして，サークル対話や計画表にもとづ
く学習，プロジェクト型の学びを行う

総合的な学習の時間(70)・特別活動(35)・道徳(35)および学年に応じて各教科
時数を調整し、年間175時間超をあてる



新領域

「てつがく創造活動」

特徴① 個のテーマ設定と
具体的経験を重んじる

５年生 プロジェクト型活動

折り紙PJの取組を紹介
・千羽鶴からスタートしたPJ
・ガチャPJとのコラボ
・幼稚園に折り紙を教えに行く
・活動に対する個々の想い



特徴② 反省的思考を働かせて
次の学びに生かす



特徴②反省的思考を次の学びに活かす

タクロウ：最初はロケットを飛ばしてPCに記録す
るだけだったけど、2学期の途中から「滑空する
ペットボトル」という目標が明確になり、そこか
ら活動が進んでいった。先生の協力もあり、プラ
ダンで素晴らしい翼を作ることができたのが大き
かったのではないか。最初から記録していたのも
あって、翼の違いや大きさの違いによって、一番
よく飛ぶロケットを作ることができた。記録はし
ておいた方がよいと実感できた。（中略）その楽
しさは自分のキャラをだんだん強くしていく育成

ゲームのような楽しさと言えるだろう。

「試行錯誤しながらやりたいことに気付く」「失敗をふり返り修正する」「探究の手続きを意識する」といったメ
タ認知スキル・社会情意的スキルの現れを見ることができる。また、さらなる課題に関わる自分の姿を予感
しそこに向かおうとする姿には、「スキル」という言葉では表すことのできない学びへの向かい方の変化がある

初めは調べて作ってみることが目的
だった活動【体験し上達する】が、
別のPJのために作品を作ったり【つ
くる・仕上げる】、教えるために表
現のしかたを考えたりと【実験す
る・創り変える】、その相手意識や
目的意識を変化させることで探究の
フェーズが変化していく



特徴③ てつがくすることを通して
自己を見つめる

３年生 プロジェクト型活動

自由な活動
主体的な取組

   ↓
揉め事の増加

きちんと片付けを
してくれない！

ルールは何のため？

納得できないルール

なぜそう考えた
のかな？

自分と
他者の
考え方や
感じ方の
違いに
気づく

守らない人がいたら？



特徴③てつがくすることを通して自己を見つめる

• 3年10月、「プロジェクトの時に片付けをしてくれなかったから困った。ルールをきちんとし
たい」いうふり返り。→「ルールは何のため？」を問い直す機会に

C1：違反した人は次は一人で片付けてもらう

C2：片付けしなかった人は次はそれを使えない

C3：「暴力は絶対にしない」

C4：みんなの準備や片付けを同じ量（平均的）にするのは無理かも

C5：リーダーがいた方がいいけど、自分の意見だけで進めちゃう

コウタ：ルールを作るとルールに縛られすぎて逆にケンカになると思う

C7：ルールを破っているかどうかでまたケンカになっちゃう

C8：簡単なルールってみんなが納得できるルールを一つ作るってことだと思う

C9：簡単なルールをまとめると簡単じゃなくなる

• 「それぞれの経験を通してルールの意味を問い直す対話」と「個々の葛藤に耳を傾

け問題の背景を捉え直す対話」

互いの価値観を確かめる

“てつがくの芽”が話される

ルールの意味や在り方を問い直す



現在の成果と課題 ４つの問題意識

①自由な活動に学習指導要領案を示すことができるか

② “学びをあむ”子どもを育てる教師の在り方

③子どもたちの学びの具体を共有し、その意味を紡ぐ

④ 子どもたち自身のことばであまれていく実践へ



①学習指導要領案をどう示すか
観点 現れ 高学年の具体的な姿

A：自分
を見つ
める(メ
タ認知)

見通す
試行錯誤する
省察する
認識する
自己認知

ア 経験を生かし、活動の目標と見通しをもって取り組む
イ 自分のやりたいことや課題を試行錯誤しながら見出し、解決していく
ウ 活動の良い点、課題点を掴み、修正しようとする
エ 自分や他者の志向性に気づき、受けとめる
オ 自分自身を知ることや変化に気付き、受け入れ、思考や活動に生かす

B：異な
る他者
と生き
る(社会
情意)

受け止める
応答性
協働する
安全・安心
多様性の尊重

ア 他者の想いと自分を比べ、重なりや異なりを受けとめようとする
イ 異なる他者への関心を自分ごととして受けとめ、ともに考え行動する
ウ 自分と他者の違いを認め、尊重しながら、それを生かして活動する
エ 互いの活動や思考が素直に発揮できる場作りを意識する
オ 自分と他者が異なることを前提とし、それを生かしながら活動する

C：主体
的に活
動や場
をつく
る(市民
性･創造
性)

知的好奇心

探究する

方法知を生かす

更新する

共同体の形成

ア これまでの経験への新たな気づきや未知のものへの出会いを探究しようとする
イ 自分の興味や関心などに、自分なりに問いを立て、深めようとする
ウ 探究を支える手続き 【見通す・問いを立てる・他者にひらく・発見する等】
や活動の経験を意識して生かす
エ 自分の省察や他者の良さやことばを受け入れ、自己を見つめ直す
オ 自分と他者がともにその場を作り、充実できるように考え、活動する



てつがく創造活動の内容

自己 他者 世界

自主 自立
健康 誠実
自尊感情

等

自由 責任
平等 寛容
信頼 共生

等

生命 自然
科学 文化
伝統 美
不思議 等



課題①学習指導要領案をどう示すか



特徴② 5年生国語

ピタゴラPJが終わり、片付けの時、ダンボール
やガムテープ跡が多すぎて、大勢に手伝っても
らった時のことです。メンバーの一人が手伝う
と約束していたのに手伝わずサボっていたので、
なぜサボっているかと聞くと、「ピタゴラが壊
されるのを見ていられない」と言っていました。
それを聞きながら、心の中で（それでも俺たち
やってんだよ）と思いました。ピタゴラに直接
関係ない人たちが手伝ってくれているのに、メ
ンバーが手伝わないのはおかしいと言ったら、
「壊さないで残そうと思っていたのに、くやし

い」と言っていました。

なぜこの場面にしたかというと、確かにその言
い分は正しいけど、関係ない人たちも手伝って
くれたり、自分たちも壊したくはないけれど我
慢してやっていることだったので、心にモヤモ

ヤしたものが残ったので印象的でした。

経験を自分のことばで綴りそれを聴き合うことで「自分
のことばや想いを大切にする」「他者のことばや想いを
大切にする」といった国語学習におけるメタ認知スキ
ル・社会情意的スキルの表れを見ることができる。

「60秒つながるピタゴラスイッチ」を作ってい
たモリオは、次のように綴っていた。
同じピタゴラPJで活動してきたヒロナリは、

自分にとってよくない思い出が書かれているこ
の文章を「推薦したい作品」に選んだ。

モリオのエッセイを読んで、自分と同じ想い
を持ちながら、それでも時間をかけたコースを
自分で片付けていたことを改めて知った。だか
らみんなの前でこのエッセイを推薦しようと
思ったのだという



課題②学びをあむ子どもを育てる教師の在り方



〇これまでの経験とつなぐ
〇他のPJとつなぐ

〇教科の学びとつなぐ

〇実の場につなぐ

〇専門家とつなぐ

〇“てつがくする”こと
とつなぐ

〇子どもたち自身の意図を
つなぐ

つながりの
自覚化にと
もない、“つ
ながり”に意
味を見出す

よりよいもの
を目指す

（知的性向）

子どもたちの活動を「つなぐ」教師の関わり



課題②学びをあむ子どもを育てる教師の在り方



課題②学びをあむ子どもを育てる教師の在り方



課題③学びの具体を共

有し、その意味を紡ぐ

• 実践記録を書くにあたり、作品や

レポート、日々のノートなどから学

びのストーリーを紡いでいく営みは

「学習経験の総体」を捉えようと

する行為であるとともに、実践者

がそのカリキュラムをどのように生か

しているかを表現するものでもある。

また、それを別のメンバーと検討し、

後の活動の展望につなげる営み

は、学習者の「学びのための評

価」であり、実践者の「学びとして

の評価」ともいえよう。 



課題④子どもたち自身のことばであまれる実践へ

総合的な学習の時間の学習評価をめぐる論点

①PJの出来栄えの良さより、PJの遂行を通して何を学び何ができるようになったの

かを捉えることの方が学習評価として重要である。

→学びとしての評価（Assessment as learning）

②生徒による自己評価実践が、教師から与えられた規準・基準で自己評価させら

れている状態にならないための運用

③省察(PJを通してた学びを生徒がどう把握しているか)の深さの違いを評価するた

めに、どのような基準を、どのように設定し、どう運用するか

④過度の調整による標準化・画一化のリスクが残る中で、複数の異なる価値観の

違いが生きるモデレーション・ システムはどのようにして構築できるか

遠藤貴広（2023）反照的均衡としてのモデレーション:総合的な探究の 時間における学習評価の方法論的展望 



自分にとっての意味をエッセイ

に綴る

2学期の活動で私が大事だなぁ…
と強く感じたのは、「見通す力」です。
見通す力とは、ゴールを何となく想
像して計画を立てる力です。PJは
見通す力がないと、うまく乗りこなせ
ません。1学期は苦戦して当たり前、
2学期はきっとPJを乗りこなしている。
そう思っていた自分は、後で痛い目
にあいます。自分のゴールがどんど
んわからなくなって、迷走してしまっ

たのです。



通知表の代わりに自身の評価を
①今学期の活動における振り返りの視点を、てつが

く対話をもとにクラスで作成する

②視点の中から自分の活動に当てはまるものを選

択して記述する

③ページの上限は設けず、自分にとって意味がある

と考えた観点で記述する

ふり返りの
視点をそれ
ぞれの声か
ら概念化



学びとしての評価を「関係としての評価」へ

・活動に内在する“よさと問い”の内実を学習者自身が
意識することで、教師・学習者双方の学びへの鑑識眼
を鍛えていく自己評価。
・子どもたち自身が経験をふり返って言語化していくこと
は、個の活動としては完結しない。
・他者の取り組みを見聞きしながら、活動をふり返ったり
次の進め方への刺激を受けたりすることは、学びのプロセ
スを向上させるだけでなく、学びへの持続的な関わりを
促すことや関係のプロセスを豊かにすることにもつながる。
・他者評価と自己評価とが関連し、子どもたちの活動の
中に自然な形でモデレーションが発生するには。

ケネス・J・ガーゲン（2023）『何のためのテスト？－評価で変わる学校と学び』ナカニシヤ出版

評価活動 実践者 他者の声 児童の
必要感

ICT
記録

教師○
児童△

共同編集
個人選択

○
△

実践記録
シート

教師 事例検討 ー

計画表 児童 教師のコメ
ント

△

ポスター 児童 PJで共同
掲示＋付箋

◎※児
童発案

学期の
ふり返り

児童 視点の話し合
い・保護者コ
メント

○

てつがく
エッセイ

児童 文集編集
教材利用

国語
○



教科以外の教育活動

を「力をつける」時

間ではなく、

存在と価値を「確か

め合う」時間に

→教科以外の教育活動
を、自由に組み替えて
いいとしたら、子ども
たちにどんな時間の使
い方を提案しますか？

自由かつ自律的な
環境で、ひと・もの・
ことに働きかけ、共同
体を変化させていく
“活動する”こと

身近な出来事に問いを
立て、自明と思われる
価値や事柄 について探
究する

“てつがくする”こと



浜口先生
・対話の条件 ①何を言っても聞いてもらえる「心理的安全」という風土

②相互性を楽しめる。子どもと共感できるポイントを探る

③他者性、新規な別人格として出会う関係、偶然性を楽しめる

・自己を見つめる①幼児期から低学年にかけては、余りしない方がよい

②「共同性の中で自分と出会う」という自己認知

・活動を選ぶ①学校におけるPJで行う好きなこと→それぞれの葛藤

②好きなことを選べる「環境設定」⇔見つからない自分

③選ばないで見ていること、一人で熱中することは「その子なりの見通し」

・教師の在り方①教師は対象への知識をもつこと→みとり・見通しへ

②環境を設定する（コーナー作り・誘発する環境・意外なアクション）

③教師の自己評価の連続→価値観の更新

・活動を通して①活動それ自体が「面白い」もの。今を楽しむ。

②活動自体の面白さ・意味の深さが伝わる記述の仕方

③PJを価値内容とつないで捉える→地図を描き直す



小玉先生
• 飼い慣らされない主体性を育てる

• プロジェクト学習のアップデート

• パークス・アイヒマン・パラドクスを越えて

• エージェンシー概念の提起→変革主体としての生徒

• コンピテンシー・ベース：学校を能力形成の場として捉える

• エージェンシー・ベース：学校が関係性の中で発揮される場

• ムリス「脱植民地化された子ども」子どものエージェンシーの発現を阻害し

ているのはマジョリティ

• 主体があって関係が生まれるのではなく、関係があって主体が生まれる

• 子どもの声を可視化させる（市民性という）舞台装置としてのカリキュラム

• カリキュラムの中で能力育成の時間も必要だが、そうでない時間も必要

• 飼い慣らされない研究開発学校としての発表を
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